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強度区分4.8/5.8の従来の

NSﾛｰﾍｯﾄﾞｷｬｯﾌﾟに、強度区分

8.8相当を実現した、日産ﾈｼﾞ

の「NSﾛｰﾍｯﾄﾞ ﾊﾟﾜｰｴｲﾄ」の

ご紹介です。

特徴：

・極薄頭部形状にて

軽量化。ｷｬｯﾌﾟｽｸﾘｭｰ

一般品に対して約4

割減(図1、表1参照)

・耐遅れ破壊新材料

仕様により高硬度で

もﾒｯｷ対応可

・ｸﾘｱﾗﾝｽのない個所に

最適

・ﾃﾞｻﾞｲﾝ的に十字穴を

使いたくない等、ﾃﾞｻﾞ

ｲﾝ性向上

使用方法：

・六角穴が通常ｻｲｽﾞより小さいため、限界まで

締付けﾄﾙｸをかける場合は、ﾅｯﾄ側からの締結が

必要です。

M10以上は頭部厚みの変更で対応できます。

詳細は別途ご相談ください。

今回は、お客様のご要望にもとづき、製作さ

せていただいた「ｶｽﾀﾑ仕様の変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ」で

「おねじ同士(ADCMM)」、「おねじとめねじの

組み合わせ(ADCMF)」、

「めねじ同士(ADCFF)」

の3ﾊﾟﾀｰﾝのねじ変換ｱﾀﾞ

ﾌﾟﾀをご紹介いたします。

下記URLに掲載の「標

準仕様ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ」

ｼﾘｰｽﾞのｶｽﾀﾑ対応形になります。

https://www.ymzcorp.co.jp/ym11/nejiadapter.html

1.ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ1(写真1)

M12 P=1.25(細目)おね

じと、M6 P=1.0(並目)お

ねじの組み合わせ。材質

はｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)です。

2.ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ2(写真2)

M12 P=1.75(並目)めねじと、M20 P=2.5(並目)

おねじの組み合わせ。材質はｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)で

す。

3.ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ3(写真3)

UNF#10-32山めねじと、M

4 P=0.7(並目)めねじの組

み合わせ。材質は真鍮(C36

04)です。

弊社からのお知らせ

○標準仕様ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀADCMF-Aｼﾘｰｽﾞについ

ての注意点

上述のｳｪﾌﾞｻｲﾄに掲載している、おねじ－め

ねじ型Aﾀｲﾌﾟ(標準仕様)は、一部型式はめねじ

貫通ﾀｲﾌﾟ(図3a)ですが、それ以外はすべて、製

造上の都合で、両側からめねじを切っためねじ

非貫通ﾀｲﾌﾟ(図3b)です。従いまして、ねじ下穴

は貫通していますが、め

ねじは貫通しておりませ

んので、ご注意ください。

めねじ貫通ﾀｲﾌﾟが必要

な場合は、ｶｽﾀﾑ仕様で対

応できる場合があります

ので、お問い合わせくだ

さい。

現在、ねじのﾄﾞﾗｲﾊﾞ穴（ﾘｾｽ）は、十字穴が

普及しています。その理由として次のようなこ

とが考えられます。

ﾏｲﾅｽねじは、ﾄﾞﾗｲﾊﾞの軸とねじの軸の中心が

ずれることがあり、このときねじは回しにくく、

その点、十字穴の場合には、それぞれの軸同士

の中心がずれることなく、ねじをｽﾑｰｽﾞに回転

させることができます。特に機器の量産等で電

動ﾄﾞﾗｲﾊﾞを使う場合には、この十字穴の特長が

ねじ締めの効率化に大きく貢献します。

私自身、ﾏｲﾅｽねじはほとんど普及していない

と思っておりましたが、先日ﾃﾚﾋﾞ番組で、ﾏｲﾅｽ

ねじにもﾒﾘｯﾄがあり、まだ使用される場面があ

ることを知りました。

その特長は、下記のようなことでした。

１．ﾏｲﾅｽ溝にｺﾞﾐが溜まっても、掻き出すこと

ができる。

２．ﾄﾞﾗｲﾊﾞがなくても硬貨等で代用できる。

３．ﾄﾞﾗｲﾊﾞをねじ溝に押付けなくても、溝の引っ

掛かりで回転させることができる。

その放送以来、ねじ屋の性でしょうか、街中

でﾏｲﾅｽねじが使われていないかを探すようにな

り、先日ようやく発見しました。

それが、JR京都駅で停

車中の電車のﾄﾞｱｽﾃｯﾌﾟ(写

真4)です。乗客が土足で

出入りする部分は、砂埃

等がたまりやすく、このﾏ

ｲﾅｽ溝に砂が溜まっても、

掻き出せば美観を保つこ

とができ、なるほどと納

得しました。ちなみに、別の電車の同じ部分を

見てみたところ、十字穴のねじを使っていまし

た！。納得した後で、ちょっと残念でした！

近年、ﾌﾞﾗｳｻﾞで見るｳｪﾌﾞｻｲﾄは、Windowsｱﾌﾟﾘ

ｹｰｼｮﾝ風のﾕｰｻﾞｰﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰなﾃﾞｻﾞｲﾝになっていて、

ｽﾄﾚｽなくｻｲﾄを閲覧することができるようにな

りました。

しかしながら、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄが普及し始めた二十

数年前は、現在のような動きのあるｻｲﾄではな

く、ｻｰﾊﾞｰに要求を出して、その結果をﾌﾞﾗｳｻﾞ

が受け取り、画面に表示するという、単純で静

的なものでした。当時は、あえてｻｲﾄに動きを

つけるために、GIFｱﾆﾒｰｼｮﾝ等を使ったものです。

GIF（ｼﾞﾌ）は画像ﾌｧｲﾙの形式で、編集ｿﾌﾄを使

い、複数の静止画像をつなげてｱﾆﾒｰｼｮﾝを作る

ことができる画像形

式です。

このGIFｱﾆﾒｰｼｮﾝを

使った一例が、弊社ｻ

ｲﾄの会社所在地図(図

4)です。この地図は、

簡単明瞭ですが、どことなくﾚﾄﾛです。最近はG

oogle Mapや動画が主流ですね。

現在の動きのあるｳｪﾌﾞｻｲﾄでは、ｸﾗｲｱﾝﾄ側のﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語であるJavaScriptと、文書構造を

指示するHTML(HyperText Markup Language)、ｻ

ｲﾄのﾃﾞｻﾞｲﾝを指示するCSS（ｽﾀｲﾙｼｰﾄ、Cascadin

g Style Sheets）が重要な役割を担っています。

これらについて簡単に説明します。ﾌﾞﾗｳｻﾞは

ｻｰﾊﾞｰから送られてくるHTMLを受け取ります。

このとき、HTMLに記述された指定のCSSを読込

みます。そしてﾌﾞﾗｳｻﾞは、HTMLの文書構造とCS

Sのﾃﾞｻﾞｲﾝ指示に基づきｳｪﾌﾞｻｲﾄの画面を描画し

ます。CSSの設定が変更されるとｻｲﾄのﾃﾞｻﾞｲﾝが

大きく変わり、場合によってはﾃﾞｻﾞｲﾝが崩れる

ことがあります。また、ﾌﾞﾗｳｻﾞの違いによって、

CSSの解釈が異なる場合があり、ｳｪﾌﾞｻｲﾄを作成

するときはCSSの設定に注意が必要です。

JavaScriptは、ﾕｰｻﾞｰの入力した文字をﾁｪｯｸ

したり、HTML、CSSを任意のﾀｲﾐﾝｸﾞで書き換え

たりすることができ、ｻｲﾄのﾃﾞｻﾞｲﾝを動きのあ

るものにします。
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ね じ の 雑 学

カスタム仕様の変換アダプタ６

写真2 ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ2

写真3 ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ3

表1 ｷｬｯﾌﾟｽｸﾘｭｰ一般品とﾛｰﾍｯﾄﾞｷｬｯﾌﾟとの比較

JISｷｬｯﾌﾟｽｸﾘｭｰ ﾛｰﾍｯﾄﾞｷｬｯﾌﾟ NS ﾛｰﾍｯﾄﾞｷｬｯﾌﾟ

ｻｲｽﾞ M6×16 M6×16 M6×16

重量 5.68g 4.65g 3.45g

重量比較 100% -18.1% -39.3%

ねじの呼びd M3 M4 M5 M6 M8

ねじのﾋﾟｯﾁ 0.5 0.7 0.8 1.0 1.25

φdk
基準寸法 6 8 9 10 13

許容差 ±0.18 ±0.22 ±0.27

s
呼び 1.5 2 2.5 3 4

許容差 +0.08
+0.02

+0.095
+0.020

k
基準寸法 1.3 1.5

許容差 ±0.1

t 最小 1.2 1.7 1.8 2.5 4.2

図1 頭部高さの比較

図2 NSﾛｰﾍｯﾄﾞ ﾊﾟﾜｰｴｲﾄ

表2 NSﾛｰﾍｯﾄﾞ ﾊﾟﾜｰｴｲﾄ 規格

写真1 ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀ1

I T へ の 扉 ( 入 門 編 ) N o . 8

図3 ねじ変換ｱﾀﾞﾌﾟﾀADCMF-
Aｼﾘｰｽﾞ

写真4 電車のﾄﾞｱｽﾃｯﾌﾟ

図4 弊社会社案内のｻｲﾄ(※1)

(※1)https://www.ymzcorp.co.jp/ym11/kaisya.html
十数年前の弊社ｻｲﾄで導入した、車の動きで道順を案内するGI

Fｱﾆﾒｰｼｮﾝです。弊社への道順が分からないというお客様が多い
ため、最近復活させました。


